
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  相続税の障害者控除                    

Ｑ：相続税には障害者控除というものがあ

るそうですが、どういう内容なのですか？                          

                                              

Ａ：次のような内容です。 

【解説】  

相続税の障害者控除は、障害者である相続人が

安心して生活していけるようにという配慮から

設けられた制度で、相続又は遺贈により財産を取

得した者が障害者である場合は、次の算式で計算

した金額をその者の相続税額から控除でき、引き

切れない金額があるときは、その障害者の扶養義

務者に係る相続税額から控除できるというもの

です。 

障害者控除額＝(85歳－障害者の相続開始時の

年齢)×10万円(特別障害者は20万円) 

障害者控除の対象となる者は、「相続人であり、

かつ、障害者である者」ですが、扶養義務者は相

続人でなければならないということはありませ

ん。 

なお、この場合の扶養義務者とは、配偶者や直

系血族、兄弟姉妹等をいい、その障害者と父母の

いずれかが違ういわゆる半血兄弟姉妹も含まれ

ます。 

ちなみに、相続税額から控除される制度には、

障害者控除のほかに、未成年者控除(財産を取得

した者が20歳未満である場合、20歳に達するまで

の年数各１年に付き10万円の控除)、相次相続控

除(被相続人が死亡前10年以内に相続により財産

を取得している場合は、前回の相続税額のうち一

定額に1/10を乗じた金額を控除)、外国税額控除

(相続財産が外国にあって相続税の相当する税額

が課された場合にその税額を控除)があります。 
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